
 

 

 

   

「些細な変化にも気を留め、表情、しぐさ、言葉に敏感でありたい」 

昨年 みどり園では、利用者さんとの悲しいお別れがありました。そのことによって、

私たちは、あたりまえに毎日を送っているけれど、そのあたりまえのことに感謝しつつ、

支援していくことが大切だということを気付かせてくれました。みんなの毎日の表情、し

ぐさ、言葉などから得られることはたくさんあります。毎日の支援の積み重ねから利用者

さんの思い（意思）は汲み取ることもできるし、ひとりひとりの思いに敏感でありたいと

思います。（熊井さとみ） 

 

２０１７年も大変お世話になり、感謝の気持ちでいっぱいです。みなさんにとって『オ

ンリーわん』で『わんダフル』な１年になりますように。２０１８年も職員一同、ご家族

と関係者の皆さんとともに、利用者さん全員が、自分らしく楽しく過ごせるように支援に

取り組んで参ります。皆さんのご健康とご多幸をお祈りし、新年のご挨拶とさせていただ

きます。（永見早里） 
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11/28(火)に、活動室 4の外出で『トレッサ横浜』に行いきました。 

車がたくさん置いてあるエリアがあり、試乗してハンドルを力強く 

握ってドライブしているように楽しんでいる利用者さんがいました。 

ゲームセンターにも行きま 

した。ある利用者さんは太 

鼓の達人でリズムに合わ 

せて思いきり太鼓を叩いて 

いて、まるでお祭りの太鼓叩きのような格好良さでした。クレーンゲ

ームで遊んだ利用者さんは、景品のお菓子の場所をよく確認しな

がら、クレーンを降ろしたところ．．．なんと！チョコレートがたくさん

取れて職員も一緒に喜びました！また皆さんが楽しめる外出を考

えていきます！！ （江藤直樹)                                                 

                                                    （江 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんに、私達みどり園の職員をもっと知っていただきたいと思っております！そこで、

このページでは毎月１人の職員の自分の好きな時間『至福の時間』を紹介していきます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/12（金）『新年会』を行います！ 

時間：10:45～14:20 

成人のお祝い、活動発表、餅つき大会、 

職員の演奏、などを予定しています♪ 

編集後記  

今月号が、2018 年最初のなんてんになります。昨年も夏祭り

や園外宿泊等の利用者さんが楽しめたり、参加したりしている

ことを中心に、記事を作ってきました。先月号からは、より読

者様に楽しんで頂けるよう、レイアウトを新しくしました！今

年もみどり園のことをもっと知ってもらえるよう、なんてんを

作っていきます。これからもよろしくお願いします。(江藤直

樹) 

私の至福の時間は、子供の成長を見ることです。娘は最近、5 分も練

習せずに自転車に乗れるようになりました。次の目標は鉄棒です！息

子は、言葉が増えてきて「パパ、つぃきー(好き)」と言って抱き着い

てくれます。次の目標は、ママがいてもパパの方に来てもらうことで

す！日々、元気をもらっているので、早くちゃんとしたお父さんにな

れるようにがんばります！早く帰ります！(川原慎司) 

       12 月 6日『みどりハートフルマーケット販売』へ 

        職員 2名、利用者さん 2名で行ってきました！ 

        みどり園のみんなで作ったたくさんの商品を 

        販売しました。 

         寒い中の立ち仕事、大変でしたが大きな声で 

        「いらっしゃいませ！」「よかったら買ってください」 

と、笑顔で接客をしていました。その頑張りもあって、 

売り上げはなんと 7400 円でした！ 

お立ち寄りいただいた方、ご購入いただいた方、 

本当にありがとうございました。 

みどり園では毎日販売していますので、 

気になった方はぜひお立ち寄りくださいませ♪ （永見早里） 

みんな 

来 て ね

♪♪ 


